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限
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農
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的

土
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債
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上
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カ
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マ
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時

事
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北
支

那

の
飢

饉

・…

雑

録

.

濠
太
利

の
貿
易

と
海
運

.,..

徳
川
時

代

に
於
け

る
農

本

の
意
義

.…
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將
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指
導
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・
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経
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演
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記
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保
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す
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紹

介
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・
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法
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博
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學
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士
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覧

㌔

慣
値
論

上

の
リ
カ

ア

ド
亡

マ
ル
ク

ス

〔
二

)
堀

脛

夫

む

む
　

む

む

以
上
を
以

て
」
.余

は
、

リ

カ
ア
ド
の
僧
位

論
の
個

々
の
黙

に
就

て
概
説

を
試
み
且

つ
之
を

マ
ル
ク
ス
の
断
説

に

む

り

　

比
較
し
終

へ
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
次
に
、
而
者

の
債
値
論
を
全
禮
的
に
観
察
す
る
聴
、
吾
々
は
其

の
間

に
如

何
な
る
關
係
を
見
出
す

こ
ご
が
田
家
る
で
あ
ら
が

か
。
換
言
す
れ
ば
償
値
論
士
リ
ヵ
ア
ド
の
打
ち
立
て
た
る
騰
系

ε

マ
ル
ク
ス
の
打
ち
立
て
た
る
龍
系

で
に
は
如
何
な
る
關
係
が
あ
る
の
で
あ
ら
う

か
。
足

れ
、
余
の
進

ん
で
研
究

せ
ん
ご
欲
す

る
所
で
あ
る
。
而
し
て
.比
熱
に
閲
し
て
は
、
古
来
幾
多
の
読
が
行
れ
て
居
て
、
蹄

　
す
る
所
を
知
ら

な
い
有
様
で
あ
る
か
ら
、

余
は
先
づ
諦
學
者

の
説
を

分
類
列
星
し
、

然
る
後
に
其
是
非
を
討
究
す

る
こ

疋

・
.す

る

。

一

リ

カ

ア
ド

と

マ
ル

ク

ス
と

の
關

係

に
封

ず

る

種

々
な

る
見

解

慣
値
論

上

に
於
け

る
リ

ヵ
ア
ド
ご

マ
ル
ク

ス
ご
の
關

徹
に
就

て
、
諸
説
紛

寿
ε
し
て
定

ま
ら

ざ

る
こ
ご
は
、
既

に
述

ぶ
る
が
如

く

で
あ
る
が
、
余

は
此
等

を
大
約

三
種

に
分
類
す

る
こ

ε
が
出
来

よ
う
ξ
思

ふ
。

ライ

マ
ル
ク
ス
は
、
り

ヵ
ア
ド
の
儂
値
論

を
其
鑑

の
形

に
於

て
縫

棄

し
、
而

し
て
之
を

獲
展

、
徹
底

せ
し

め
、.

(

論

説

便
値
論
士
の
リ
カ
ア
ド
こ
マ
ル
ク
ス
(二
)

第
+
一
巻

(第
五
號

七
七
)

六
五
一
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畢

論

説

僧
…値
論

上
の
リ
カ
ア
ド
ミ

マ
ル
〃
ス
(
二
)

第
十

圏
谷

(第
五
號
.
.
七
八
)

六
五
二

或

は

之

を

別

の

吉

葉

で

言

ひ

表

は

し

だ

の

で

あ

る

こ

な

す

も

の

。

ジ

ョ

ン

・
ス

パ

ア

ゴ

は

、
宜

ハ著

「
カ

ア

ル

・
マ

ル

ク

ス

、

彼

れ

の

億
…記

及

び

事

業

」
に
於

て

、

次

の

如

く

述

べ

て
居

る

。

む

り

ロ

　

ロ

む

む

　

　

　

　

む

　

つ

　

　

む

む

む

　

む

　

む

む

　

　

　

む

む

　

む

　

む

む

む

む

　

む

「
マ
ル
ク

ス
の
方
が
、
説

明
が
よ
り
明
瞭

で
あ

り
且

つ
よ
り

正
確

で
あ
る
以
外

に
、
彼

は
、
彼

敢
の
償
値

の
論

む

ほ

む
ド

　

む

　

む

　

む

む

む

む

　

ロ

　

　

　

む

じ
方

に
於

て
.

--

ヵ
ア
ド
ご
殆
ざ
異

っ
て
居

な

い
。
有
名

な
條

に
於

て
、
リ

カ
ア
ド
は
明

か
に
軋
曾
的

野
働

な

る

概
念

を
解
説

し
、

さ
う

し
て

一
貨
物

に
貸
際

に
騰

現

さ
れ
た

る
勢
働

の
分
量

で
な
く

し
て
、
寧

ろ
そ

の
生
産

に

必

要
な

る
勢
働

の
分
量

が
、
其

の
償
値

を
決
定
す

る
こ
ε
を
説
明

し
て
居

る
、
靴

下
を
例

に
探

っ
て
、
彼

は
「
人

間
労

働

の
分
量
」

な

る
言
葉

の
中

に
、
生
棉

の
栽
培

か
ら
工
場

に
於

け
る
靴

下

の
製

造

に
至

る
ま
で
.の
、
靴
下

製
造

に
直
接
關

係

せ
る
人

々
の
企
勢
働

の

み
な
ら
す

、
船

舶

の
建
造
#

び

に
航
海

に
、

工
場

及
び
機

械

の
建
築

の

ロ

　

む

む

　

む

む

に
、
及
び
其
他

の

こ
ε

に
含

ま
れ
て
居

る
、
総

て

の
間
接

勢
働
を
も
包
含

せ
し

め
て
居

る
。

マ
ル
ク

ス
は

り
ヵ

む

む

ロ

む

　

む

む

む

　

む

む

む

む

　

む

む

む

む

　

　

　

　

む

む

サ

む

　

む

ア
ド
に
倣

ひ
、

そ
う
し

て
此
等

の
観
念

を
更

に
も

つ
ε
爽
撰

せ
し

め
て
居

る
、
而

し
て
彼

れ

の
経
済
論

に
封
ず

を

る
総
て
の
批
評
-

彼
は
、
商
品

に
實
際

に
禮
現
さ
れ
た
る
、
軍
純
な
る
直
接

の
勢
働
を
、
そ
の
慣
値
決
定
要

の

素

ε
看
做

し
て
居

る
、
ぜ

の
(誤

れ

る
)假

定

に
本

い
で
な

さ

る

、
所

の
、
一

は
、
重

き
を
畳

く
に
足
ら
な

い

ま

の
で
あ

る
、』

又

ス
パ
ア
ゴ
.は
、
『
リ
カ
ア
ド
・
マ
ル
ク

ス
の
債
値

論
」

な

る
言
葉
を
用

ひ
て
居

る
。

右

に
引
用

せ
る
所

に
依

っ
て
既

に
明

か
な

る
如
く
、

ス
パ

ア
ゴ
は
、

マ
ル
ク
ス
を
以
て
輩

に
リ

ヵ
ア
ド
説

の
縫

承

者

で
あ
ハ

大
成
者

で
あ

る
ε
籍

し
た

の
で
あ

る
。

1}
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噂

ア
ア
ノ
ル
ド

・
ト
イ

ン
ビ

ー
は
、
共

著

『
英

国

に
於
け

る
十

八
世
紀

の
産
業
革
命
」
に
於

て
、

リ
カ

ア
ド
を

論
ず

る
に
當
㌧

コ

ヤ

も

『
デ

イ
ヴ

イ
ツ
ド
・
リ
ヵ

ア
ド
が
、

ア
ダ

ム
.・
ス
ミ
ス
以
上

に
よ
b

人
な

る
影
響

を
、
人

々
の
實
際

的
の
行

爲
井

ぴ

に
肚
會
問
題

の
.理
論
的

の
思
索

に
及
ぼ
し

花
る

こ
ε
は
、
聞

違

な
く
言

へ
る
で
あ
ら

う
。
彼

れ

の
書
物

は
、

中

等
階
…級

の
人

な

る
後
楯

ε
な

っ
た

ε
同
時

に
、
彼

等

の
最
も
恐

ろ
し

い
脅
威

ε
な

っ
た
、
何
故
脅
威

ε
な

っ

た

か
、

蓋

し
此

書
物

よ
b
し
て
直
接

に
二

つ
の
大
な

る
計
會
主
義

の
敷
料
書
が
生

れ
出

花
か
ら
、
即
ち

ヵ
ア
〃
・

つ

マ
ル
ク
ス
の

「
資
本
」
ε

ヘ
ン
リ
ー
・
ヂ

ヨ
ウ
ヂ
氏

の

「…進
歩

ε
貧

困
」
ε
で
あ

る
。
」

ざ
謂

ひ
、
又

」

「
…
…
此
虚

に
、
夫

導

の
人

々
を

通
じ

て
リ
ヵ

ア
ド

が
中
等
階

級

の
恐
怖

ε
な

つ
だ
所

の
、
肚
會

主
義
者
蓮

が

居

る
。
肚
會
主
義
者

達

は
、

リ

カ
ア
ド
.が
不
攣
な
b

ε
な

し
た
所

の
肚
會

歌
態

を
愛

更
す

る

▼.}
ご
に
よ

っ
て
、

、
彼

れ
の
結

論
を
避
け
得

る
も

の
ε
信

じ

て
居

る
似

カ

ア

ル
∵

マ
ル
ク

ス
ε

ラ

ッ
サ
ー

〃
ε
は
、

り

ヵ
ア
ド
の
賃

む

む

む

む

む

む

む

　

　

む

　

　

む

　

　

　

む

　
　

ロ

む

む

　

む

む

金

の
法
則
和
採

用

し
π
。
…

…

マ
ル
ク

ス
は
又

、

リ

ヵ
ア
ド
の
債

傭
論

を
も
ま

み
で
受

け
納

れ
た
。

リ
ヵ

ア
ド

は
、
生
産
物

の
償
値

が
そ
れ
に
費

さ
れ
た

る
勢
働

の
分
量

に
よ

っ
て
決

定

さ
る

、
こ
ざ
を
、
述

べ
た
、
而

し
て

マ

.
ル
ク

ヌ
は
.
此
説

明
を
利
用

し
て
、
.生
産
物

の
企
償

値

は
正
當

に
勢
働

に
属

す

べ
き
も

の
で
あ

っ
て
、
生
産
物

の

を
資
本

ご
共

に
分
け
合

ふ
こ
ざ
に
よ

っ
て
勢

働
者
は

奪

は
る

、
の
で
あ

る
、
こ
の
定
理
を
演
繹

し

て
居

る
。
」

ざ
謂

っ
て
み
る
。

是

に
由

て
観

れ
ば
、

、ト

イ
ソ
ゼ

ー
も
亦
、

マ
ル
ク
ス
を

り
ヵ
ア
ド
説

の
無
批
判

的
受

納
者
な

b

ε
看
做

し
π

る
こ
`
が
明
か
で
あ

る
o

論

説

債
値
論
L
の
リ
ヵ
ア
ド
ぜ
マ
ル
〃
ス
(二
}

第
十

一巻

(第
五
號

七
九
)

六
五
三

1)ArnoldToynbee,LecturesonしheIndustrialRevolutionoftheEighteenth

Centu■yinEngland,(Iglg),p.coq.

2)1あ を♂.p.113.



■

0

論

説

債
値
論
上
の
リ
カ
ァ
ド
ご
マ
ル
ク
ス
(二
∀
.

第
十

一巻

(第
五
號

八
0
)

六
五
四

衣

に
、

マ
ル
ク

ス
説

の
患

實
な

る
解
説

者
た
る

カ
ア

ル
・
ヵ
ウ

ッ
キ
ー
の
{所
説
を
見

る
に
、
彼

は

、
其
著
『
カ
ア

㌍
創
マ
ル
ク

ス
の
脛
濟
説
」
に
於

て
、

『
商

品

の
償
値

の
大

さ
が
、
其
生
産

に
消
費

し
た

る
労
働

の
分
量

に
依

っ
て
定
ま

な

ε
い
ふ
こ
ご
は
、

マ
ル
ク

」
ス
以
前
既

に

リ
ヵ
ア
ド
が
之
を
認
識

し
だ
.
け

れ
こ

も

リ
カ
ア
ド
は
横
値

ε
し
て
の
商

品

の
内
部

に
伏
在

す

る

勢

働

の
肚
會
的

性
質
、
即
ち
商
品

の
拝
物
激
的
性
質

を
看
取

し
な

か

っ
た
。
同
様

に
ま
た
彼

は
、
商

品
の
償
値

を
構
成
す

る
勢

働
方
面

ε
、
其
使
用

償
値
を
形
成
す

る
勢
働

方
面

ご
を
、

明
白

に
、
叉
鮮

明
な

る
意
識
を

以

て

匿

別

し
な

か

っ
た
。
』

ε
謂

ひ
、

又
、

、

『
「
哲
學

の
窮

困
」
に
於

て

も
、
ま

π
「
賃

銀
勢
働

ご
資

本
」
に
於

て
も

、
彼

(
マ
ル
ク

ス
を
指
す
1

引
用
者

詫
)

ら

ヘ

ヤ

　

ヘ

ヤ

も

あ

ヤ

ヘ

へ

は
ま
だ
勢
働
の
償
億
を
説
い
て
み
た
。
そ
れ
が
何
時
の
間

に
か
轡
働
力
の
慣
値

に
憂

っ
て
行

っ
た
。
然
る
に

一

般
経
済
學
者

は
、北
勢
働
ご
勢
働
力
ε
の
匠
別
の
意
義
を
理
解
し
な
か

つ
π
。
彼
等
は
今
で
も
俗
ほ
、
此
両
概
念

を
混
同

し
て
み
る
。
彼
等
は
好
ん
で

マ
ル
ク
ス
・
口
才
ド

ベ
ル
ツ
ス
式

債
値
論

を
喋

々
す
る
。

而
か
も

ロ
オ
ド

ベ
ル
ツ
ス
が
リ
ガ
ア
ド
債
値
誘
を
其
勢
働
及
び
労
働
力
の
混
同
、
併
び
に
そ
れ
よ
り
生
す

る
矛
盾
撞
着
ぐ
る
み

ソ
ッ
ク
リ
受
け
継

い
だ
に
反
し
て
、

マ
ル
ク
ヌ
は
比
熱
に
於
て
、
又
其
他
の
根
本
的
諸
黙
に
於
て
も

(例

へ
ば

傾
値
形
成
勢
働
を
肚
曾
的
に
必
要
な
る
勢
働
に
限
り
π
る
が
如
き
、
叉

一
般
的
債
値
生
産
労
働
己
使
用
憤
値
を

造
る
特
殊
勢
働
ご
を
匠
別
し
乾
る
が
如
き
、
}
リ
ヵ
ア
ド
償
笹
読
の
矛
盾
を
悉
く

一
掃
し
、
此
償
侑
説
よ
り
し
て

始
め
て
鞏
固
な
る
基
礎
を
有
す
る
完
全
な
眞
正
の
償
値
誘
を
造
り
上
げ
た
。
』
,

1}高 畠 氏 邦調陛『カ ア ル・マル ク ス資 本論 解 説 』(第三 十 頁)1二糠 ろ0

2)前 掲 書(第 三 五 二 頁)に 櫨 ゐ。
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、

'

ε
謂

っ
て
居

る
。
此
等

の
吉

を
以

て
察
す

る
に
、

カ

ウ

ッ
キ

r
は
、
貨

物

の
償
値

が
そ

の
生
産

に
要
す

る
勢
働

の

分
量

に
よ

っ
て
決
定

さ
る
、

ε

い
ふ
勢

働
償
値
論

の
根
本

命
題

に
於

て
、

マ
ル
ク
ス
ド
・リ

カ

ア
ド
`
は
相

一
致

し

て
居

る

こ
ε
を

認

め
、
只
此

根
本
命
題

を
説
明

し
或

は
之
を
推
論

し
て
種

々
な
る
結

論
を
求
む

る
上

に
於

て
、

マ

ち

や

ル
ク
ズ

が
り
ヵ

ア
ド

に
数
等

勝

っ
て
居

り
、
且

つ
よ

り
徹

底

し
て
居

る
こ
己
を
主

張
し
て

み
る

こ
`
が
、

明
か
で

あ

る
。

さ
れ
ば
、

カ
ウ

ッ
キ

ー
を
以
て
、
「
マ
ル
ク

ス
は

、
リ

カ
ア
ド

の
債
値
論

を
其
鑑

の
形

に
於
て
継
　承

渇
、
而

し
て
之

を
獲
展

、
徹

底

せ
し

め
た

の
で
あ

る
ε
な
す

も

の
」

の

]
人

に
敷

ふ
る
は
、
蓋

し
正
賞

で
あ
ら

う
。

何
上
博
士

は

、
共

著
『
近

世
経
済
思
想

史
論
」
に
於

て

、
り

ヵ
ア
ド
の
勢
働

償
値
論
を
説

明

せ
ら

れ

た
る
後

に
、
,

次

の
如

く
言

っ
て
居

ら

る

、
。

『
リ
ヵ
ア
ド
の
勢
働

償
癒

ε
は
此

の
如

き
も

の
で

あ

る
。

さ
う
し
て
此
範
團

に
於

て
は
、

後

に
誘

く
所

に
依

つ

む

む

む

む

　

む

　

て
明
か
な
る
如
く
、

マ
ル
ク
ス
の
勢
働
償
値
論
及
び
剰
蝕
債
値
論
ビ
、
其
議
論
の
立
て
方
が
殆
ご
符
節
を
合
す

　

　

む

む

　

ロ

る
如
く

で
あ

る
.
既

に

マ
ル
ク

ス
の
勢
働

横
位
論

を
御

承

知
の
方
は
、
以

上
述

べ
凍

っ
た
所

に
よ

っ
て
、
如
何

に

リ

カ
ア
ド
に
依

っ
て

マ
ル
ク
ス
以
前
既

に
彼

・し
.同

じ
や
う

な
る
思
想
が
述

べ
ら

れ
て
居

る

か
、
ご
云

ふ

こ
ε
を

首

肯

せ
ら

る

、
鐸
で
あ
ら

う
ご
思
ふ

、
そ
は

マ
ル
ク

ス
の
勢
働
横
位
論

及
び
剰
像

横
領
論

ご
其

議
論

の
出

方
が

航殆
ご
同

じ
こ
ざ
な
の
で
あ

る
。

然

る
に

リ
カ

ァ
ド
は

ア
ダ

ム
.
ス
ミ

ス
、
マ
ル
サ

ス
ご
共

に
資
本
主
義

経
済
學

の

建
設
者

の

一
入
で
あ
る

に
反

し
、
マ
ル
ク

ス
は
肚

會

主
義
脛
濟

學

の
建
設
者

で
め

る
ご
云

ふ
や

う

に
、両

者

の
立

場

が
全
然
相
違

し
て
居

る
の
は
、

一
見
す

れ
ば

如

何
に
も

不
可
思
議

の

.ぎ

で
あ

る
が
、
其
實

リ
ヵ

ア
ド
は
勢

働
者

が
自
ら

生
産

し
た

る
慣
値

の
僅

に

一
部
分

を
ぱ
其
賃

銀

嫁
し

て
受

取
ゆ

っ

ふ
あ

る

こ
ご
を
以

て
、
脛
濟

上

論

説

偵
値
論
上
の
リ
カ
ァ
ド
定
マ
ル
グ
ス
(二
一

第
十
　「
巻

(第
五
號

八

一〉
.
六
五
五



㌔

論

説

仮

植
論
上
の
り
ヵ
ア
ド
定
マ
ル
〃
ス
(
二
)

第
十

「
巻

(
第
五
號

八
二
)

六
五
六

ゴ

.

の
自
然
的
.法
則

に
基
↑
已
む
を
得

ざ
る

の
現
象

こ
な

し
セ

る
に
反

毛
、

マ
ル
ク

ス
は
之

を
以

て
資
本
家

に
よ

る

掠

奪

ε
な

し
、
且
斯

か

る
掠

奪
關
係

を
磨
止
す

る

の
目
的

を
以

て

、
此

の
如

き
経
済

上
の
法

則
を
必
然

的
な
ら

し
む

る
所

の
資
本
主
義

の
脛
濟

組
織

を
廃
止

し
、
之

に
替

ふ
る
に
掠
奪

閣
係

の
絶
無

な
る

べ
き
肚
會
主
義

的
組

。織

を
以

て
せ
ん

こ
ご
を
主
張
す

る

に
至

っ
た
澤

で
あ

る
。
即
ち
両

者

が
略
ぼ
同

一
の
事
實

を
認

識

し
な

が
ら

、

其
結
論

が
甚

し
し
相
違
す

る

に
至

っ
淀

の
は

、
圭

ε
し
て
其

立
場

の
相
違

に
基

く
の

で
あ

る
η」

是

に
出

て
観

れ
ば
、
河
上
博
⊥
⊥
は
、
.
マ
ル
ク

ス
ご
リ

ヵ
ア
ド
ご
が

正

に
同

一
の
勢
働

贋
値

論

か
ら
出
獲

し
乍

ら

、
.

其
立
場
が
相
違

せ

る
爲

め
、

一
方

は
利
潤
な

る
も

の
を
勢
働
者

よ
b

の
掠

奪
物

な
り

ξ
看
做

す

こ
ε
に

よ

っ
て
資

本

土
義
縄
濟

組
織
否
認
論

を
懐

く
や
ヶ

に
な
り

、
他
方
は
利
潤
を

正

常
な

る
資
本
家
所
得

な
り

ε
看
做

す

こ
ε
に

よ

っ
て
資
本
主

義
経

済
組
織
辯
護

論
を
生
む
や
う

に
な

っ
た

の
で
め

る
、

`
説

明
し
て
居

ら

る

、
や

う
で
あ

る

併

し
乍
ら
博
士

が
両

者

の
主

張

の
山
猿
黙

た

る
償
値
論

に
關
す

る
限

り

に
於

て
は
、
両

者

『
殆

ご
符
節

を
合
す

る

如
く

で
あ

っ
て
」
其
間

に
何
等

の
根
本

的
差
異

を
認

め
ら

れ
居
ら
ざ

る
.こ
ご
に
着
眼

し
て
、
余
は
博
士

を
以
て
『
マ

ル
ク

ス
は
、
リ

ヵ
.ア
ド
の
儂
値
論

を
其

儘

の
形

に
於
て
繊

蒸

し
、

而

し
て
之
を
簇
簇

、
徹
底

せ
し
め
た
の
で
あ

る

ε
な
す

も

の
』

の

一
人

に
加
ふ

る
の
で
あ

る
。

更

に
、

リ
ヵ
ア
ド
が
純

粋
な

る
勢
働

償
値
論

を
最
後
ま

で
固
執

す

る
を
得

な

か

っ
た

こ
ε
を
認

む

る
ご
同
時

し

マ
ル
ク

ス
も

亦

り
ヵ
ア
ド
ε
同
様

之
を
徹

底
せ

し
め
る

こ
ε
が
出
來

な
か

っ
た

こ
ご
を
主

張

し
、
.斯

く
て
両

者

の

見
解
が
一

言
ひ
表
は
し
方
の
相
違
は
あ

っ
て
も
1

正
に
相

一
致
す
る
も
の
ε
思
考
す

る
所
の
學
者
を
、
余
は

藪

に
例
示

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
ゆ
蓋

し
、
此

の
如

く
考

ふ

る
も

の
も
亦

、
『
マ
ル
ク
.ス
は
、
り
ヵ
ア
ド

の
債
値
論

1)河 上博士、近世経済 思組史論、二三九頁 乃至二 四〇頁

0
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魎

/

を
蓋

の
形
に
於
て
漿

し
.
而
し
て
之
を
震

、
徹
底
せ
し
め
、
或
は
之
を
別
の
言
葉
で
言
ひ
書

し
た
の
で

あ

る
ご
な
す
も

の
」
に
旙

す

る
が
故

で
あ

る
.。

例

へ
ば
・
小
泉
信
三
氏
咲

最
近
の
国

民
経
済
雑
誌
』
に
於
て
、
『
・
オ
・
ベ
ル
ト
・
の
蕩

債
値
學
轡
.
雫

均
利
潤
率

の
間
膜
」
を
論

ぜ
ら

る

＼
に
當
り

次
の
如
く
述

べ
て
居
ら

る

、
。

q

『
勢
働

償
値

説

に
敢

て
最

大

の
難
關
が
利
潤
率
均

一
の
事
實

(若

し
は
傾

向

)
で
あ
る

こ
ご
は

、
既

に

マ
ル
ク

ス

「
菓

愈

第

一
響

第
三
奮

の
間
・
所
謂
「
矛
盾
」
す
・
養

に
依
て
、
充
分
明
か
に
棄

せ
ら
れ
て
居
・
.

若
し
も

マ
ル
ク
奪

の
主
張
す

・
様
に
、
溢

が
投
下
鶴

量

の
み
に
依
て
決
定
算

・
ゑ

も
の
な
ら
ば
、
同

額

の
資
本
蓬

・
て
生
産
を
行

ふ
場
會

讐

、
そ
の
集

寡

働
者
雇
傭

の
爲
め
に
馨

ら
.。
、
部
分
の
割

合
が
相
等
し
か
ら
ざ
る
場
合

は
二

註
省

略
新

た
に
奮

せ
ら
る

、
監

量
は
相
等
し
か
ら
ざ
る
可
き
筈

で
あ
る
。
從
て
同
額
の
資
本
が
生
む
ε
こ
ろ
の
利
潤
額
は
、
資
本

の
有
機
的
組
織
が
異
な
る
に
從

っ
て
相
違

し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
然

る
に
目
前
の
事
實
は
此
理
論

に
反
し
て
居

る
。
利
潤
率
は
諸
多
の
産
業
を
通

じ
て
均

一
に
締
す
る
の
傾
を
示
し
.

マ
ル
ク
ス
ロ其
人
も
亦
敢
て
此
夢
魔
を
否
認
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
真
庭

で

マ
ル
ク
ス
の
橿
値
理
論
ε
雫
均
利
潤
率
を
其
構
成
要
素

ご
す

る
其
生
産
儂
.格
の
理
論

こ
の
関
係
は
、
多
数
経

済
學
者

最

て
は
甚
茱

可
解
の
も
の
ε
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
…

併

し
之
は

・
多

ス
に
就
て
の
み
云
は

る
べ
き
事
で
は
な

い
・
荷
べ
も
労
働
儂
値
學
撃

徹
底
的
呈

躾
す

・
も
の
は
、
何
人
も
震

害

に
淫
着
せ
ざ
.

る
を
得

な

い
の
で
、
若

し

リ
カ
ア
ド
の
如

き
も
、
償

値

に
關
す

る
其

論
究

を
其
景

論
」
の
始

め
の
三
節

(笙

二

版

以
後

に
就

て
吉

ふ
)
に
限
り
「
…

…
貨
物

の
交
換
儂

値
若

く
は

一
貨
物

の
幾

許
量
が
他

の
貨

物

ε
交
換

せ
ら

る

論

説

偵
値
論
上
の
ー
カ
ア
ド
ミ

ル
〃
ス
(三

第
+
暮

〔第
五
號

八
三
)

六
五
七



・

論

説

偵
値
論
上
の
り
刀
ア
ド
建
マ
ル
ク
ス
(二
)
.

第
十
一巻

(第
五
號

八
四
)

六
五
八

べ
き
や

を
決
定
す

る
規
則

は

、
殆

ご
全
く
其

の
各

々

に
投

ぜ
ら
れ

た
る
勢
働

の
相
勤
量

に
由

で
決

せ
ら

れ

る
L

、著

ε
云
ふ
に
止
め
・
な
ら
ば
、
彼
れ
・
腰

強

心
霜

潤
筆

均
・
事
穿

相
籍

…

　

・
葎

程

賜

な

い
の
然

る

に
リ
ヵ

ア
ド
似
、
人

の
屡

々
速
了
す

る
や

う

に
↓
単
純

な
勢
働

贋
直

論
者

で
は
決

し

て
な

か

つ
だ
。

島
嗣

…

(露

)…

極
美

讐

於
て
、
鎧

び

誓

拶

嬰

馨

葬

離

籍

窪

ボ
、嘉

望

。る
扉

鍛

.

螺
ゲ
畳
『
『
ガ
ギ
ド
研
爵
が
ズ

。》

グ
ズ
ゲ
『
姻
衡
置
・.瀞

罫
ガ
ボ
堂
酵
騨
擢
ビ
封
書
ゼ
ビ
ポ
ゼ
剛
ビ
㌍
塚

灘
価

o

o

o

o

o

η

は

街

て

,

胴
雛
鮭

鱒

饗

無

難

の虫　

　

の　

　

　

見
す
る
りと

黙

が
暴

・
の
で
あ
・
が
・
余
は
更

三

例
を
示
す
で
あ
ら
う
・

編

晶

至
黙
ご
仕

グ

オ

ル
グ
.
ハ
ー

ニ
ツ

シ
ユ
は
、
其
著
『
正
統
派

の
諸

償
値

論
」
に
於

て

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
の
慣
値
論

を
評
論
し
た

離
囎

一
々
章

n

る

後

に

次

の

如

く

述

べ

て

居

る
。

第
所

}
㎞

「終
り
に
五、
々
は
術
ほ
、鶴

原
瀧

が
・
カ
ア
ド
・
在
・
・
は
如
何
　

形
撃

探
…

、
・
響

を

欝

欲

す

る
。

人
が

か

＼
る
事
柄

に
就

て
論
ず

る
.な
ら

ば
、

そ
れ
で
も

つ
で
吾

々
は
恐
ら
く

マ
ル
ク

ス
の
贋
値

論
を
も

.

巻.」中K

欝

む

む

む

サ

む

　

　

む

む

む

　

　

む

ヨ

　

　

む

む

ロ

　

ロ

む

む

む

む

む

む

ウ

む

む

む

片

附
け

る

こ
`
に
な

る
。
蓋

し

マ
ル
ク

ス
は
實

に

リ
カ

ア
ド
の
勢
働

償
値

論
を

ほ
ん
の
非
本

質
的
な

る
修

正
を

以

ロ

む

　

む

む

む

　

む

む

む

　

む

の

て
受
け
納

れ
た

の
で
あ

る
か
ら
。
」

蝉
難
グ郵
濫
訴
罐
熱
難

輔讐
舗
翻
礪
難
難
読
.鑽

る

。

而

し

て

最

後

に

曰

く

、

11

恥



峠

'

.

.

「
國
民
経
済
が
進
歩
す

る
に
從
て
益
々
資
本
使
用
の
影
響
が
作
用
し
て
來

る
い
そ
こ
で
商
品
は
、
F
常
げ
総
懸
げ

あ

ヤ

マ

へ

も

へ

あ

下
に
於
て
す
ら
も
、
最
早
そ
の
自
然
債
値
(帥
ち
勢
働
贋
値
一

鐸
者
註

)に
於
て
～
な
く
て
、
そ
の
攣
動
を
受

け
た
る
贋
値
で
一

こ
の
償
値
は
大
抵
の
場
合
に
は
欝
糊
艀
に
自
然
償
値
の
上
文
は
下
に
在
を
も
の
で
あ
る
が

一

賓
却
さ
れ
る
』
.商
品
の
偶
然
的
な
る
市
場
償
格
は
、
最
早
鱒
働
支
出
に
よ

っ
て
決
定

さ
れ
た
る
償
啓
の
周

園
を
上
下
す

る
の
で
は
な
く
て
、
愛
動
を
受
け
た
胤
償
格

の
周
園
を
動
揺
す

る
の
で
あ
る
♂
」

荷
ほ
右
に
脚
註
を
施
し
て
、

『
り
ヵ
ア
ド
の
弟
子
で
あ
る

蒐

ク
ス
は
、
此
説
を
彼
れ
の
署

資
本
L
の
第
三
巻
に
於
て
「
生
産
傾
格
」
の
論
に
進

・廃

せ
し

め
た
。
阜

ご
附
言

し

て
居

る
Q

以
上

ハ
ー

ニ
ツ

シ
ユ
昇

ぴ
に
小
泉
氏

の
所

論

に
就

て
観

る
ざ
き
は
、

マ
ル
ク
ス
は

り
ヵ
ア
ド
の
勢
働

積
徳
修

正

論

を
そ

の
儘
縫
示

し
而
し

て
之
を
他

の
語
を
以

て
説

明
し

た

る
も

の
で
あ

っ
て
、
從

て

マ
ル
ク

ス
の
便
値
論

ざ
リ

カ
ア
ド

の
そ

れ
ε
は
全
然
同

一
物

で
あ

る
か

の
如
く

で
あ

る
。

叛

て
以
上

列
翠

し
た
る
所

に
よ
り

、
余

は
、

マ
ル
ク
ス
を
以

て
輩
な

る

リ
カ
ア
ド
説

の
縫
承
者

で
あ

る
ご
解
す

る
學
者
の
所
見
を
明
か
に
な
し
得
㌘

ご
信
ず

る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
の
如
き
解
繹
は
普
通
t
可
な
り
廣

一
行
は

れ

て
居

る
や

う
で
あ

る
。
併

し
乍
ら

、
果
し

て

こ
は
正
鵠

を
得

π
も

の

で
あ

ら
う
か
。
此

事

は
以

下
述

ぶ
る
所

に
.

依

っ
て
追

々
ざ
別

明
す

る

こ
ご

＼
思

ふ
が
故

に
、
敢

て
此

庭

に
於
て
詳
細

に
共

営
否

を
論
ず

る
こ

ε
は
爲
な

い
。

輪

読

偵
値
論
上
の
リ
カ
ア
ド
ミ

ル
〃
善

こ

箏

一巻

第

五
號

八
五
)
.
夫
尭

1)Hanlsch,a.a.0.,S.43.

・

●

9
.
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論

説

償
値
論
士
の
サ
カ
ァ
ド
ご

マ
ル
ク
ス
〔二
)

第
十

一
巻

(第
五
號

八
六
)

六
六
〇

た
碁

は
・

ス
バ
ア
ゴ
・
・
イ
・
・
.-
、
　

ツ
キ
友

び
河
上
博
士
等
の
解
讐

、
-
カ
ア
ド
の
『
原
論
」
の
第

葦

の
前
書

載
せ
ら
れ
砦

藩

論
を
以
て
直
ち
に
.彼
れ
の
横
位
論
全
部
な
甚

解
し
、
而
し
て
之
を

マ
ル
ク

メ
の
『
資
本
』
の
篁

巻
の
最
初
の

示

部
分
・
論
誉

れ
た
・
需

論

に
緩

し
イ
、鴛

、
結
論
で
み
つ
て
、
梢

不
+

分
で
あ

る
ε

い
ふ
事
・
更

に
小
泉

氏
及
び

・
上

・

・
ユ
等

の
見
解
は
、
輩

に

・
ル
ク
・
及

び
リ

カ
ア
,

の
.

所
説

の
藷

暑

へ
ら
・
所

の
も
の
1

果
し
て
そ
れ
等
が
薯

の
正
當
な
・
結
論
で
ゐ
・
な

、
・フ
か
は
、
頗

る
疑
は
し
い
の
で
あ

る
が
・
「

の
外
面
的

薮

を
以
て
、
其
の
本
質
馨

致
曾

ε
薔

し
.
か
く
て
讐

に

形
式

に
趨

っ
た
槻

が

め
る
事
、
を
附
言

し
て
置
け
ば
足

る
。

興

'
カ
ア
,ド
の
債
猛
襲

・
ル
・
あ

そ
慧

は
、
其
外
響

於
て
甚
し
籍

類
似
し
て
居
る
け
砦

も
、

く

ヒ

其

貴
賓

に
於

て
は
全
く

別
種

の
も

の
に
圏
す

巴
な
す
も

の
。

」フ
.ラ

ソ
ツ
●

ペ
ッ
ー

は
・
其
薯
「
・
ル
・

・
償
値
論

の
肚

會
的
内

容
」
藻

て
、

多

ク

ス
の

リ
カ
ア
ド
墨

す

る
關

係

に
就

て
論

じ
て
曰
く
、

『勇

の
肚
寓

相
落

存
團
係
を
量
・
養

毛

て
寡

働
を
此
の
聖

羅

.
て
、其
上
。
マ
ル
ク
。
の
勢

.

蟹

轟

が
樹
て
ら
れ
て
居
・
の
で
め
つ
て
、
從
て
彼
れ
の
鴇

犠

論
は
、
其
の
實
質
的
譲

跨

瑚
箆

き
は
・
;

・
勢

鼻

繋

・
し
て
現
は
れ
・
.
是
を
以
て

じ.
謬

遺

の
隅

降

`
正
曇

。
立
場
に

立
っ
て
居
る
・
嬰

群

島

解

幕

寒

婁

軸・
窟

。;

の
駿

論
に
過
。
な
・
の
で
。
つ
。
、
巽

の
分
配
の
概

念
は
全

く
個

人
的
性

質

の
も

の
で
あ

・
。

・
ル
・

あ

り
カ
ア
,
に
封
ず

る
國
係

は
、

。
ル
。

.

自
身
を
す
㌢

カ
ア
ド
の
復
讐

で
あ
b
叉
完
成
者
で
あ
・
巖

す
る
に
至
ら
.し
め
岳

の
、

。
ル
。

。
自
ら

O

●



、
.

む

む

む

む

む

む

む

む

ご

む

ロ

ロ

む

　

む

む

む

　

　

の
解
糧
に
依

っ
て
、
屡

々
誤
解

さ
れ
來

つ
た
、
蓋

し
暇
な
る
外
面
的
類
似
の
背
後
に
、
根
本
的
な
る
、
此
面
思

O

O

O

O

o

Q

O

O

o

o

o

o

o

O

o

o
.

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

)

索
家

の
全
然
異
れ

る
哲
學

的
素

因

に
よ

っ
て
條
件

付
け
ら

れ
た

る
、
相
違

が
作

用

し
て
居

る
か
ら
で
あ

る
㎝
」
又

日
く

、

『
扱

て
リ

ヵ
ア
ド

に
ε

つ
て
は
、
勢
働

が
、債
値

の
原
因

ε
し

て
(彼

れ

の
)耀

徴
あ

る
作
物

(の
組

立
"
に
役
立

っ

て
居

る
の
で
あ

る
が
、
リ

ヵ
ア
ド
は
全
く
剰
鯨
贋

値
論

に
は
進

み
得

な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

…
…
詣

れ

か

り
ヵ

ア
ド
に
於

て

一
個

の
剰
飴
慣
値
論

を
捻
出
す

る
も

の
あ
ら

ば
馬
其
人

は

り
ヵ
ア
ド
ε

マ
ル
ク
ス
こ
の
間

の
根
本

む

む

的
の
、
誼

織

の
上
の
差
異
を
無
視
し
、
從
て
両
思
想
家
の
正
當
な
る
關
係
を
不
明
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

一
見

い
姻
壁
e
疑
僻
躰

腔
創
卵
形
鮮
㈲
謝
ゼ
押
㌍
螢

ハゲ
で
静
炭
拶

ボ
賭
ぐ

r
ビ
酵
剣
ぜ
濯
ビ
封
プ
ボ
畔
菅

む

む

む

　

　

む

む

り

　

ゆ

む

　

り

む

　

ご

む

む

　

　

む

の
全
然
異
れ
る
立
脚
黙
が
暴
露

さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
リ
ヵ
ア
ド
に
ε
つ
て
は
、
…
…
彼
が
全
く

ス
ミ
ス
の

意
味
で
困
難
及
び
苦
痛
な
b
亡
解
し
π
所
の
其
勢
働
が
、
貨
物

の
交
換
贋
値
の
大

さ
を
決
定
す
る
所
の
他
の
詰

む

ゆ

ロ

の

む

ラヨ

原
因

ピ
相

並
ん
で

、
其
中

の

一
つ
に
過

ぎ
な

い
の

で
あ
る
。
』

此

の
如

く

べ
ツ
リ
ー
は
.

マ
ル
ク
ス
の
債
値

論

ε
リ

ヵ
ア
ド

の
そ
れ
宅
を
、
真

表
面
的

の

一
致

に
拘
ら
す

、
全

ぐ

じ

む

む

　

む

む

コ

ロ

む
　

別
種

の
も

の
ご
看
做

し
、

マ
ル
ク
ス
の
贋
値

論

を
労

働

償
値

論

ご
言

ふ

べ
く

ば
、

り
ヵ

ア
ド
の
そ
れ
は

之
を
償

絡

む論

ざ
唱

ふ

べ
き
も

の
で
あ

る
ε
解

し
π

の
で
あ

る
。

ツ
ウ
ガ

ソ
.

バ
ラ
.ノ
ヴ

ス
キ
ー
は
、
共
著

,「
マ
ル

ク
・ス
主
義

の
理
論

的
根
撮

」

に
於

て
、
次

の
如
く

言

っ
て

み

る
。

・

、「
蕩

の
雷

に
必
憂
な
る
蕩

支
出
に
、
り
ヵ
ア
ド
は
、
絡
て
の
殖
意
に
増
加
し
得
る
商
品
の
卒
溶

格
を
支

輪

説

償
無

上
?

多

ぜ

マ
ル
・
・
三

)

第
+
霧

(薯

號

八
七
)

杢

二

1)'

2)
3)

FranzPetry,DerSozialeGehaltderMarxsch6nWerttheorle
,S.33,

諜 者 挿 入

Petry,a,a.Q.,S.35・



1

,

論

説

程

論
上
?

多

・
ひ

ル
〃
・
三

)

、

箪

暮

(第
義

八
八
)

六
六
二

む

む

　

　

配
す

る
所
の
・
最
も
露

寒

卜

然
し
決
し
て
唯

一
な
る
で
は
な

い
一

客
観
的
要
素
を
獲
見
彪

。
鶴

β

の
余

謄

の
護

で
あ
を

の
考
は
・
多

ア
・
に
は
ぞ

無
か

っ
た
、
、此
事
は
砦

公
諺

・
れ
た
・

・

就

醗
無
難

縁
繕

聾

噸
督鋸

野

く　
　
蕊

訂

で

あ

る

o

:

;

:

以

下

略

H
・:

・
:

『

M

7

ヵ
ア
・
の
謄

説
は
・
榔
諄

簿

騨

謝
で
あ
る
、
≦

呈

ぎ

が
出
來
る
、
蓋
し
像

、
勢
働
を
債
値

繭

の
鱗

的
罷

ε
見
な

い
で
、
た
嵜
商
・叩
の
償
値
を
決
定
す
る
、
相
対
的

に
重
要
な
る
根
擦

で
あ
る
ε
見
π
か

樋

脇

ら

で
あ

る
9

㎜

む

む

ロ

　

む

　

　

　

母

扉

し
・
警

勢
働
を
傾
値

の
組
数
的
實
讐

b
ε
認
む
る
所
の
、
從
て
絶
鋤
的
勢
働
膿

論
ε
呼

ぶ
・
ε
が
出
.

。

勃鋤
蕪
簿

製
難

藍

響

""編

難

韓

響

マ一難

驚
溜
響
響
難
詐
饗
締嚇響
講
難
羅
鐸
諸
羅
麗
潔

・
盛

・
實
讐

昇

で
あ
・
面」

盤

錯
麟
黙
難

髭

羅
蝸
稲硬鱗

婆

ギ↑舗
韓
難

『
欝

次

に
余
は

、

マ
ル
ク

ス
の
償
値
論

を
以
て

リ
カ

ア
ド
説

の
誤
解

に
獲

し
π

乃
も

の
で
あ

る
ε
思
惟
す

る
學

者

の

め

助



説

を
翠

ぐ

べ
き
で
あ
ら

う
,
蓋

し

一
學
説

の
誤

解

に
出

で
だ

る
他

の
學
読

は
、
其

貴
賓

に
於

て
前
者

ε
全

く
異

れ

る
も

の
で
あ

る
か
ら
。

ア

ル
フ

レ
ッ
ド
・
.マ
ア

シ
ヤ

ル
は
、
共
著
『
経
済
學
原

論
」
に
於

て
次

の
如

く
述

べ
て
居

る
。

『
生
産
費

の
慣
値

に
謝
す

る
關
係

に
就

て
の

リ
カ

ア
ド
の
説

は
、
脛
濟
學

史
上
極

め
て
重
要
な

る
地

位
を
占

め

て
居

る
、

だ
か
ら

そ
の
眞

實

の
性
質

を
少
し
で
も

誤
解

す

れ
ば

、
必
然

的

に
甚
だ
有
害

た
ら
ざ

る
を
得
な

い
、

而

し
て
不
幸

な

こ
ざ

に
は
、
り

ヵ
ア
ド
の
説

は
十

中

八
九
誤

解

を
招

く
や

う

に
述

一、ら

れ
て
あ

る
。

・:
,,,袋

に

次

の
や
う
な
議
論

が
あ

る
、
即
ち
リ

カ
ア
ド
は
需

要

が
償
値

を
支
配
す

る
上

に
於

て
重
要

な

る
役
目

を
し
て

ゐ

へ

も

る

こ
ご
を
知

っ
て
居

π

、
.し
か
し
彼

は

そ
の
作

用

を
生
産
費

の
作
用

よ
り
も
よ
り

不
明
瞭

な
も

の
で
な

い
ビ
思

っ
た
、
そ

こ
で
、

そ
の

こ
ε
を
ば
、
彼
が
彼

れ
の
友

人
及

び
彼
自
身

の
用

に
立

て
た
所

の
備
忘
録

に
於
て
は
、

　

む

　

　

む

む

む

む

　

さ

　
　

　

む

む

む

む

む

む

む

ほ

　

　

ロ

つ

む

　

無
頓
着
に
看
過
し
だ
、
…
:
・又
彼
は
生
産
費
が
1

生
産
に
消
費
さ
れ
た
る
勢
働
の
軍
な
る
分
量
に
依

っ
て
左

D

o

o
.

ハ

D

o

q

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o
「

o

o

o

o

o

右

さ
れ

る
も

の

ε
り
ヵ

ア
ド
が
看
做

し
た
、

ε
の

マ
ル
ク

ス
の
主

張

ε
異

り
、
1

そ

の
勢
働

の
質
井

ぴ

に
量

に
依

っ
て
左

右

さ
れ
、
又

そ
れ
ε
共

に
勢
働
を
補

助
す

る
に
用

ひ
ら

智

＼
蓄
積

さ
れ
た

る
資
本

の
分
量
、
及

び

か

、
る
補
助

が
爲

さ
る

、
時
間

の
長
短

に
よ

っ
て

も
亦
左

右
さ

る

、
も

の
ε
看
做

し
セ
、

ε
。」
天

日
く
、

『
-
…

一
工
場

に
於

け

る
紡

績

が
、
機
械

の
損
耗

に
謝

し
て
樹
酌

を
な
し

た
る

工
は
労

働
者

の
勢
働

の
生
産
物

ぽ

.

で

あ
る
、
.ε

い
ふ
は
眞
實

で
な

い
。

そ
は
彼
等

の

勢
働

の
生
産
物

で
あ

る
ε
同
時

に
、
雇

主
及

び
そ
れ

に
從
圏

せ

る
管
理
者

の
生
産

物

で
あ

b
、
又
使
用

さ
れ
た

資
本

の
生
産
物

で
あ

る
、
而

し
て
其

資
本
そ

れ
自

身
は
勢
働

ご
待
望

ご
の
生
産

物
で

め
る
。
だ
か
ら
紡
績

は
多

種

の
勢
働
#

ぴ
に
待
望

の
生
産

物

で
あ

る
.、
若

し
吾

々
が
、

論

説

贋溢
復
訟踊上
の
リ
カ
ァ
ド
建
マ
ル
〃
ス
(二
V

第
十
「
巻

(強
奪1
號

八
九
)

⊥八
六
「二

1)AlfredMarshall,PrinciplesofEconomics,(【916),P・5u3・

2>Wa比ing.

評
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古

論

眈

領
値
論
上
の
リ
カ
ア
ド
ε
マ
ル
ク
ス
含
ご

第
十
一
巻

(第
五
號

九
〇
)

六
六
四

.

そ
れ

を
勢

働

の
み

の
生
産
物

で

あ

っ
て
、
勢
働

巴
待

望

こ
の
生
産

物

で
な

い
ε
す

る
な
ら

ば
、
吾

々
は
疑

も
無

く
冷

か
な

る
論
理

に
よ

っ
て
、
待
望

の
報
酬

で
あ

る
所

の
利
子

を

正
當
な

る
も

の
こ
な

す

こ
ご
が
出

來
な

い
や

　

　

む

む

む

.

う

に
訟
儀

な
く
せ
ら

る

、
、

何
故

な
れ
ば
、
此
結
論

は
既

に
前
提

中

に
含
有

さ
れ

て
居

る
か
ら

.

ロ
オ
ド

ベ

ル

袈

脚
㌍
声

部

剛
、
喫
留
だ
謄
炉
ボ
從
響
び
静
搾
ビ
封
じ
.
罪

ぴ

耕
器

齋
型
鴛

評
ゼ
翌
酵
プ
バ

仰
げ
従
響
び
龍
樫
即
、
御
郷

罪

㌍
ボ
鮮
漆
器

從
紹
げ
側
僻
誰
げ
。盈

岬
解
郎
び
反
げ
・
罪
常
談
ビ
ド
粋

事

⑪」

斯
く

て

マ
ァ

シ
ヤ
ル
は
、

り
ヵ
ア
ド
の
償
値
論
が
。

普

通
考

へ
ら

る

、
如

く
.

純

粋

の
弊
働

殿
値

論

に
あ
ら
す

し

て
、
今

日
の
資
本
主
義

的
経
済

組
織
の
内

に
於

て
是

認

せ
ら

れ

つ
＼
あ
み
所

の
利
子

、
利
潤
等

の
現
象

を
十

分
説

ノ

む

　

明
す

る
に
足

る
.所

の
完
全

な
る
慣
値
論

な

る

こ
ご
を
主

張

し
、
而

し
て

マ
ル
ク

ス
は

リ

カ
ア
ド
を
誤

解

し
て
英

領

値
論
を
樹
立

し
た
.る
も

の
こ
看
做

し
て
居

る
。
荷
ほ

マ
ア

シ
ヤ

ル
は
、
此
事

を
前
掲

書

の
附
録

に
識

せ
た
る

「
リ

カ
ア
ド
の
領
値
論
」
中

に
述

べ
て
居

る
。
煩

を
厭

は

す
其

一
部

を
課
出

す

る
な
ら

ば
次

の
如

く
で
あ

る
。

の

『
彼

は
(
リ
カ
ア
ド
を
指
す
1

鐸
者
註
}、
嘗
て
彼
れ
の
(書
の
)
第

一
章
第
六
節

の
終
り
の
註

に
於
て
、
實

に

次
の
如
く
言

っ
て
居

る
。
「
マ
ル
サ
ス
氏
は
、

]
物

の
原
費

ε
償
値
ご
が
同

一
で
あ

る

べ
き
筈

で
あ

る
、
こ

い
ふ

　

む

む

む

ロ

む

が
余

の
學
説
の

一
部
で
あ
る
ξ
考

へ
て
居
ら

る
、
や
う
で
あ
る
。
若
し
も
彼
が
原
費
を
解
し
て
、
利
潤
を
含
む
所

む

ヘ

ヤ

ゆ

エヨ

の
生
産
費

を
意
味
す

る
も

の
`
す

る
な
ら

ば
、
氏

の
言

は

る

、
通

で
b
あ

る
。

(併

し
)
上
の
章

句

に
於

て
は
、

む

む

ご
う
も
此

は
彼

の
意
味

せ
ざ

る
所

で
あ
る
、
そ
れ

故

に
彼

は
私

の

い
ふ
こ

ざ
が
明

か
に
分

っ
て
居
な

い
。
」
而

か
.

む

む

む

む

む

む

む

む

　

　

む

ロ

む

む

む

り

　

む

り

む

む

　

む

　

む

　

む

　

む

　

む

む

　

　

ロ

サ

む

　

サ

　

も

回
方
ド

ペ
ル
ツ
ス
や

て
ル
ク

ス
は

、
勃

の
自
然

償
値

は
全
然
そ
.れ

に
費

さ
れ
た

る
勢
働

よ
b

成
立
す
、

ε

の

1》

2)

5)

Ibid.p.587

羅 者挿 入

謬 者挿 入

」



'

む

む

む

む

む

む

む

む

ロ

む

む

む

　
　

　

ゆ

り

む

　

む

む

む

む

　

叙
述

に
謝
し

て
リ

ヵ
ア
ド
が
其
其

櫨
な

る
こ
ε
を
主

張
す

る
、
而

し
て
此
等

の
結

論
を
最
も
眠
く

攻
撃

す
る

ド

イ

ツ
の
経

済
學
者

さ

へ
も

、
屡

か
彼
等

〔
口
才
ド

ベ

ル
ッ
ス
ε

マ
ル
ク
こ

が

リ

ヵ
ア
ド
を
正
當

に
解
縄

し

て
居

る

こ
ご
、
及

び
、
彼

等

の
結

論
は
論
理
的

に
彼

(
リ

カ
ア
ド
)
か
ら
導

き
出

さ
る

、
も

の
な

る

こ
ご
を
認

め
て
居

,

の

る
や

う
で
あ
.る
。」

又
、

ゴ

ン
ナ

ア
は
、
彼
れ

の
版
本

に
成

る
リ
ヵ

ア
・ド

の

『
原
論
」

の
序

論

に
於

て
、
同
様

の
意

見

を
述

べ
て
居

る

。

の

『
不
完
全

な
る
假
定
を
基

蓬
な

し
た

る
彼

れ
の
演
繹

は
、
豫
見

だ
も

爲
な

か

っ
た
不
鮮

な

る
結
論

に
導

い
た
、

ε

い
ふ

こ
ご
が
主

張

さ
れ
て
居

る
。
現
代

の
砒
曾
主

義
學
派
は
、

リ
ヵ
ア
ド
に
根
擦

を
置

い
て
居

る
ε

い
ふ
こ

む

む

ε

で
あ

る
。
そ

の
こ
ピ
は
全
く
本

統

で
あ
る
。

・…
:
事
賢
士
、
彼

等
の
要
求
は

一
連

の
誤

解
を
基

こ
し
て
居

る
。

リ
ヵ

ア
ド
が
勢
働
を

解

し
て
、
長

い
間

に
競
争

に
依

っ
て
償
値

を
支

配
す

る
も

の
だ
こ
論
ず

れ
ば

、
彼

等
は
、

勢

働

に
横
笛

を
創
造

す

る
力

を
負

は
す

る
も

の

、
如

く

リ
カ
ア
ド
を
解

糧
す

る
。
彼

が
頭
文

字
を
も

つ
た
勢
働

の

エ

ご

い
ふ
文
字

に
資
本
の
作
用
を
含
有
せ
し
め
て
、
之
を
論
ず
れ
ば
、
彼
等
は
、
小
文
字
を
も

つ
た
労
働
ビ
簡
軍

な
骨
折
り
、
叉
屡

々
簡
箪
な
手
先

の
骨
折
を
意
味
せ
し
め
て
、
そ
れ
に
就
で
論
重
る
。
云
々
9

以
上
例
示

し
た

曲る
所

に
依

り
、
余

は
、

ソ
ヵ
ア
ド
の
贋
値
論

ε

マ
ル
ク

ス
の
そ

れ
ご
が
全
然
別
種

の
贋
値

論
で

あ

っ
て
.
既

に
最

初
よ

り
根
本

な
る
差

異

が
あ

る

一

そ
が
、

リ
ヵ

ア
ド

に
封
ず

る

マ
ル
ク

ス
の
誤

解

よ
り
生
じ

た

る
ε
否

ご
を
問

は
す

i

ε
解
す

る
學
者

の
所
説

を
紹
介

し
た

の
で
あ

る
が
、
惟

ふ
に
此

種
の

論
は
、
鯨

り

に
両

論

説

慨
値
論
上
の
リ
カ
ァ
ド
ε
マ
ル
〃
ス
(
二
一

'

第
十

】
瑠

(
第
五
號

九

ご

六

六
五

、

1)

2>

3)

4》

5》

6)

澤 者 註
Marshall,Principles,(Appendix),p.8【6.

彼 れ ピ ば リ カ ア ド を指 すo

『廣 義 の 勢 働 』の 意1こ 観 ず る 為 得do

『狭 義 の 参学働 』の 意 に 解 す る デと得Lんo

Gonner,Intl・oductoryEssay,Ricardo,Princip!es,p.LVIII

'

　



、

論

覗

便
値
論
上
の
リ
カ
ア
ド
定
マ
ル
〃
λ
(二
)

第
+
一巻

(第
五
號

九
二
)

六
六
六

者

の
結
論

の
差
異

に
重

き
を

置
き
過

ぎ

て
、

そ
れ

に
至

る
脛

路

の
差
或

は
立
場

の
別
を

看
過
し
た

る
嫌

は
無

い
で

あ
ら
う

か
。
果

し
て

り

ヵ
ア
ド
ε

マ
ル
ク

ス
ε
は
、
其

各

々

の
償
値
諭

の
最
初

よ
り
最
後

に
至

る
ま

で
、
全

然
別
個

の
道

を
辿

っ
て
來
た
も

の
で
あ
ら

う

か
。
余

は
余

の
分

類

に
よ
る
第
三

の
見
解
を
探

る
學
者

の
説
を

次
に
擧

げ
、

然

る
後

に
此
疑
問

を
解
決
し
や
う

ご
思
ふ
。

川

-

・
ア
・
の
慣
値
論
斗

ル
・
・
の
ぞ
讐

は
、
議
論
の
超
然
・
於
て
里

で
あ
る
け
響

も
、、
薯

の

立
場

が
相
違

せ
る
矯

め
、
結
論

に
於

て
遂

に
異

れ
る
色

彩

を
帯

ぶ
る
に
至

っ
た

の
で
あ

る
ξ
な
す

も
の
。

ク

ヌ
ウ

ト
・
ヴ
イ
ク
ぜ

ル
は
、
其
筈

「
慣
値
、
資
本
及

び
地

代
』
に
於

て
、
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
が
貨

物

の
債
値

(交
換

櫃
値

の
意

〕
を
測

定
す

る
勢
働

に
、
貨
物

の
生
産

に
費

さ
る

、
勢
働

の
義

ご
生
産

さ
れ
た

る
貨
物

が
支

配
す

る
所

の
勢

働

の
義

の
両
者

を
含
ま

し
め
居

る

こ
ご
を
論

じ
た

る
後

に
、
述

べ
て
目
く
、

　

コ

も

へ

り

リ

カ

ヘ

ヘ

へ

あ

カ

も

へ

っ

し

へ

『
…
…
彼
ピ

ご
っ
て
は
、
蕊
労
働
」
ご
は
常

に
財

の
生
産
に
費

さ
れ
把
る
勢
働
の
分
量

の
こ
ご
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
彼
は
、
勢
働
ご
い
ふ
命
題
を
交
換
債
値

の
尺
度
円
し
て
固
持
し
得
る
も
の
ε
思

っ
た
、
さ
う
し
て
彼

.

は
此
命
題
を
、
経
済
問
題

に
關
す
る
著
作

に
於
て
餓
り
例
を
見
な

い
や
う
な
精
力
ご
徹
底
`
を
以
て
解
説
し
花
。

魅
會
主
義
者
・
殊
に
。マ
バ
グ
ズ
貯
渡
び
耐
酵
野
饗
都
ボ
・
κ
σ
姫
ポ
妃
e
・
、
9。
が
ブ
ド
σ
騨
榔
認
営
・
聖
賢
が

O

O

O

O

O

O

O

O

o
.
O

e

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

Q

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

m

■

家

的
肚

會
秩
序

に
謝

す

る
.直
接

の
攻
撃
武

器

ご
し
て

利
用
す

る
こ
ご
が
出
家

る
ε
.信

じ
た
。

云

々
」

反
日
ズ

、

『
リ
ヵ

ア
ド
が
資
本

利
潤

の
成

立
方

法

に

つ
い
て
詳

し
く
穿

鑿

し
な

い
で
、
こ
れ

を
自

明

の
事
實

こ
し
て
軍
純

に

假

寇
し
π

る
こ
蓬
が
、

二
三

の
経
済
學
君

に
よ

っ
て

リ

ヵ
ア
ド
に
謝

し
て
非
難

さ
れ

て
居

る
。
余

は
此
意
見

に

1)彼 εは11カ ア ドな 宿 すD

2)KnutWicksell,Wert,KapitalandRente,S.7
1



射

0

.

り

、
o

o
.

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

D

o

o

o

o

Q

o

賛
同
す

る

こ
ご
が
出

家
な

e
。
資

本
家

は
、
リ

カ
ア

ド
に
ε

つ
て

は
、
事
業

の
企
業
者
で
あ

る
。

だ

か
ら
、
彼

が

一
麿
勢
働
賃
金
及

び
地

代
を
支

梯

つ
だ
上

は
、
或

は
此
等

の
も

の
を
前
彿

し
た
以
上
は
、
生
産

の
結

果
は
彼

に
旙
す

る
の
で
あ
る
。」

斯

の
如

く

に
し
て
、
ヴ

イ
ク
ぜ

ル
は
、
.利
潤

に
關
す

る

ソ
カ

ア
ド
の
立
場

を
是
認

し
且
.つ
之
を
辯

護

し

つ
、
、
遂

に
リ
ヵ

ア
ド
ξ
共

に
純

糧
な

る
勢
働

償
値
諭

の
支
持
す

べ
か
ら

ざ
る
所

以

を
論
じ

て
居

る
。
是

に
由

っ
て
推
論
す

れ
ば

、
リ

ヵ
ア
ド

の
傾
値
論

も

マ
ル
ク

ス
の
そ
れ
も
其

の
出
獲

黙

に
於
て

は
同

一
で
め

る
が
、

マ
ル
ク

ス
は
彼

れ

の
立
場

よ
り
し

て
跳
出
.獲
黙

に
於

て
得

π
る
根
本

命
題

を
固
守

し
た
け
れ
こ

も
、
.
.1
人

ヴ
イ
ク

ぜ
ル
は
之
に
謝

し

て
は
賛
成
が
出

来
な

い
の
で
あ

る
が
、
)一

り
ヵ

ア
ド

は
、
彼

が
資
本
家

の
立
場

に
立

っ
て
居

る
爲

め
に
、
利
潤

を
企
業
者
た
る
資
本
家
の
當
然
の
所
得
な
り
ご
考

ふ
る
に
至
り
「

(
か
く
考
ふ
る
に
謝
し
、
ヴ
イ
ク
ぜ
ル
は
何

等
疑
問
を
挟
む
絵
地
が
な

い
の
で
あ
る
が
、
)1

遂
に
本
来
の
純
粋
な
る
勢
働
償
値
論
を
離
れ
、
愛
に

マ
ル
ク
メ

ざ
異

る
結

論

に
到
達

し
た
、
ご

い
ふ
こ
ご

に
な

る
で
あ

ら

う

ε
思
は

る

＼
Q

ヨ
ゼ

フ
・
グ

ル

ン
ツ

エ
〃
は

、
其

著
『
贋
値

ε
慣
格

」
に
於
て
、
次

の
如

く
述

べ
て
居

る
。

　

む

　

し

む

む

む

む

む

む

む

む

『
勢
働

債
値

論

の
古

い
代
表
者

〔
ア
ダ

ム
・
ス
・㍉
ス
、

リ

ヵ
ア
ド
等
を
指

す
一

鐸
者

註
)
は
、
原
始
的
肚
會
状

態

を
説
明
す
る
こ
ε
に
依

っ
て
、
彼
等
の
断
定
に
到
達
し
た
、
欲
望
満
足
の
爲
め
の
自
然
物
の
占
有
を
齎
ら
す
所

む

ロ

つ

む

む

の
骨
折

り

の
中

に
、
僧
位

の
本
来

の
源

泉
を
求

む

べ
き
で
あ

る
ご
思

ひ
徹

し

つ
、
。
併

し
乍

ら
、
後

の
代
表

者
、

即

ち

買
オ
ド

ベ

ル
ソ
ス
及

び

マ
ル
ク

ス
に
ε

つ
て
は

、
此
考

〔労
働

が
償
櫨

の
源
泉

で
あ

る
ξ

い
ふ
考
一

鐸

ロ

む

ロ

む

　

　

ロ

ほ

む

む

む

者

註
)

が
彼

等

に
、
工
場

工
業

に
よ

っ
て
惹
起

さ
れ

た

る
攣

革

の
眼
前

に
於
て

、
勢
働
者
階
級

の
利
益

に
な

る

論

説

偵
値
論
上
の
リ
カ
ア
ド
ミ
マ
ル
〃
ス
(二
)

第
十
.一
樹

(第
五
號

九
三
)

六
六
七

■



鯉

論

説

便
値
論
上

の
リ
カ
ア
ド
ε

マ
ル
〃
ス
(
二
)

第
十
」
巻

(第
五
號

九
四
)

六
六
八

　

　

や
う
に
立
ち
現
は
れ
、
.か
く
て
此
理
論
を

一
定
の
経
済
政
策

の
目
的
に
役
立

つ
や
う
に
利
用
す

る
の
可
能
性
を

與

へ
だ
の
で
、
そ
の
爲

め
に
賛
成
す
る
に
至

っ
た
や
う
に
見
え
る
。
加
之
此
際
勢
働
な
る
概
念
は
肉
禮
的
勢
働

に
の
み
限
ら
れ
た
。
』
叉
曰
く
、

む

ロ

『
…
・;
り
ヵ
ア
ド
は
、
慣
値

構
成

に
封
し

て
、
資
本

に
、
尚
ほ
.
一
つ
の
、
さ
う
し

て
確

か
に
全
く
第

二
次
的

な
る

　

む

む

む

　

　

む

役
目
を
揖
寇
し
た
。
彼
れ
の
見
解

薫
從

へ
ば
、
現
代
の
生
産
行
程

に
於
て
は
、
生
け
る
勢
働
、
機
械
及
び
其
他

の
資
本
財

に
蓄
積
さ
れ
居
る
労
働
、
井
び
に
其
外
此
資
本
財
に
蓄
積
さ
れ
居
る
企
業
者
利
潤
が
、
共
に
作
用
す

の

る

の

で

め

る

。
」

以
上
引
用

せ
る
所
に
出
て
観
る
に
、
同

一
の
勢
働
償
値
論
も
、
其
の
主
張
者
の
立
場
の
相
違

に
從
て
、
一

即
ち

資
本
主
義
経
済
組
織
是
認
の
立
場

に
在
る
り
ヵ
ア
ド
ご
馬
『
勢
働
者
階
級
の
利
益
に
な
る
庖

5
に
」
劃
策
し
、
主
張

す
る
所
の
吐
會
主
義
の
立
場
に
在
る

マ
ル
ク
ス
ε
の
間

の
相
違

に
從

て
ト

各
々
其
意
味
を
異
に
す

る
も
の
な
る

こ
`
、
及

び
立
場

の
相
違

は
、
現
代

の
生
産
行
程

の
説

明

に
際

し
て
、
.遂

に
、
純
粋

な

る
勢
働

償
値

を
飽

く

ま
で

固
持

す

る
も

の
(帥
ち

マ
ル
ク

ス
〉
ご
、
之

を
維
持

す

る
能

は
す

し
て
労
働
以
外

の
賃
値

決
定
要
素

(即

ち
資

本

)を

引
入

る

、
に
至
り

し
も

の
(即
ち

リ

ヵ
ア
ド
)
ε
に
、
易

製

せ
し
め
た

る
こ
ご
を
、
グ

ル
ソ
ツ

エ
ル
が
認

め
だ

る
は

明

か
で
あ

る
。

以
上
を
以

て
、

リ
ヵ
ア
ド
の
便
値
論

ε

マ
ル
ク

ス
の

そ
れ
蓬
が
、
両
者

の
立
場

の
相
違

せ
る

爲
め
結

論

に
於

て

異
ら

ざ
る
を
得
な

く
な

っ
た
、

ξ
解
す

る
學
者

の
説

を
例

示
し
た

の
で
あ

る
が
、
.惟

ふ
に
か

、
る
.説

を
明
瞭

に
叙

1)J。sefGruntzel,WertandPreisレS.72.

2)Grun亡zel,a.a.0.,S.73,

」



述

せ
る
學
者
は
其
敷

に
於
て
甚
一だ
少

い
や
う
で
あ
る
。
現
に
ヴ
イ
ク
.ゼ
ル
や
グ

ル
ソ
ツ
エ
ル
の
解
繹
も
う
甚
だ
明

瞭
で
あ
る
、
ご
は
言

へ
な

い
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
余
は
、
此
説
を
以
て
最
も
明
確

に
両
者
の
關
係
酔
説
明
し
得

う

た
り
、

ε
解
す

る
も
の
で
あ
る
。
差
し
そ
は
、
イ
に
墓
・げ
た
る
學
者
の
説

の
如
く
、
輩

に
両
者
の
儂
値
論
の
.一
部

く

分
を
比
較
し
π
る
の
み
に
て
直
ち
に
真
金
禮
的
観
察
を
な
し
た
る
も
の
ご
速
断
し
π
り
、
或
は
両
償
値
論
の
表
面

的

の

一
致
を
観
て
直
ち
に
其
の
本
質
的
合
致
璽
る
べ
し
ご
誤
断
し
た
り
す

る
の
愚
を
學
ぱ
す
、
又
そ
は
㌣
司
に
擧

げ
た
る
學
者
の
読
の
如
《
、
両
償
値
論

の
結
論
の
差
異
に
重
き
を
置
き
過
ぎ
て
、
両
者
を
全
然
別
個
の
債
値
論
で

あ
る
や
う
仁
断
定
す
む
の
弊
に
陥
ら
す
し
て
、
良
く
全
禮
的
に
亘

っ
て
両
者
の
出
獲
黙
よ
り
其

の
結
着
黙
に
至
お

ま
で
の
経
過
を
洞
察
し
た
る
も
の
、
如
く
思
は
る
、
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
余
は
、
以
下
項
を
改

め
て
比
熱

に
聞

す
る
梢
詳
細
な
る
説
明
を
試
み
る
で
あ
ら
う
。

鴨

国

●
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